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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

第27期
第２四半期連結
会計期間

第26期

会計期間

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成21年
　　６月30日

売上高 (千円) 2,770,6192,177,8581,671,2791,526,8725,527,350

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) 19,345 △1,151 △8,877 164,586 235,168

四半期(当期)純利益 (千円) 38,976 55,007 15,931 147,425 187,868

純資産額 (千円) ― ― 4,011,8474,043,5374,117,404

総資産額 (千円) ― ― 4,831,2744,840,2255,011,995

１株当たり純資産額 (円) ― ― 16,256.6416,385.0616,684.38

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 157.94 222.90 64.56 597.39 761.27

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 83.0 83.5 82.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 79,874△248,456 ― ― 432,161

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △68,381 279,597 ― ― △106,771

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △121,340△122,189 ― ― △122,568

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,425,9461,581,0991,684,179

従業員数 (名) ― ― 274 280 281

 (注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。
　　　　２　第26期第２四半期連結累計（会計）期間及び第27期第２四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。第26期の潜在株式調整後１株当た
り当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　　　　３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 280

(注) 従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者及び常

用パートを含んでおります。）であります。

 

(2) 提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 266

(注) 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者及び常用パートを含んでおります。）で

あります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

カードビジネスのフロント業務 499,171 2.1

システムソリューション業務 323,489 △20.4

セキュリティシステム業務 14,665 △84.5

合計 837,325 △15.4

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　生産実績は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

カードビジネスのフロント業務 500,157 22.6 1,142,966 55.1

システムソリューション業務 338,383 1.7 277,285 △62.4

セキュリティシステム業務 72,957 △68.2 61,329 △57.6

合計 911,498 △6.1 1,481,581 △8.5

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

カードビジネスのフロント業務 915,146 △1.2

システムソリューション業務 537,401 △2.6

セキュリティシステム業務 74,324 △61.5

合計 1,526,872 △8.6

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

楽天ＫＣ（株） ― ― 253,578 16.6

（株）大和総研 170,541 10.2 154,448 10.1

３　前第２四半期連結会計期間の楽天ＫＣ（株）については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しております。

４　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当社の企業集団は、当社、子会社２社で構成されており、ソフトウェアの開発、販売、保守とハードウェアの販

売を主な事業内容としています。

当第２四半期連結会計期間の国内経済情勢は、景気が持ち直してきているとみられる一方、企業物価指数の

顕著な下落等デフレ傾向の長期化が懸念され、個人消費も弱い動きが続くなかで、企業の設備投資は大きく減

少しています。
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当社の主要な事業領域であるクレジットカードや証券、金融の各業界においても、厳しい経営環境のなか、シ

ステム投資等を抑制する傾向に大きな変化は見られませんでした。

こうした厳しい事業環境において、当社は、既存顧客からの受注案件を中心として積極的に事業を進め、期初

の予想を上回る業績をあげることができました。また、受注開発プロジェクトの管理を強化しつつ経費節減を

行う等効率的な事業推進に努めた結果、当第２四半期連結会計期間においては、売上高1,526百万円（前年同四

半期比8.6％減）、経常利益164百万円（前年同四半期は８百万円の経常損失）、四半期純利益147百万円（前年

同四半期比825.4％増）となりました。

平成21年８月12日に発表した当第２四半期連結累計期間の業績予想を大幅に上回る業績となりましたが、主

な理由は、当初第３四半期以降に売上を計画していた複数の案件が前倒し完了したことによるものでありま

す。新規受注案件による売上も相対的に小規模であるため、現在のところ通期予想売上高が大きく増加するこ

とは見込まれておりませんので、当事業年度通期業績予想の修正はありません。

厳しい事業環境のなか、当社は、平成22年１月１日より営業本部を設置し、既存顧客との関係を強化し、また、

新規事業分野への積極的な営業活動を強化することで収益力を高める取組みを行っており、通期業績予想の達

成を目指しつつ新しい成長機会の獲得のための取組みを積極的に進めています。

 

　 　 当第２四半期連結会計期間における各セグメント別の状況は以下のとおりです。

 

　　・カードビジネスのフロント業務

　　　　カードビジネスのフロント業務においては、当社の主要顧客であるクレジットカード会社からのシステム開発

受託及びシステム保守並びに「NET+１」パッケージ販売やハードウェア販売等により、当第２四半期連結会

計期間の売上高は915百万円（前年同四半期比1.2％減）、営業利益は356百万円（前年同四半期比51.3％増）

となりました。

　　　　厳しい経済環境のなか、クレジットカード会社各社は、システム投資を全般に抑制する傾向が強く、また、貸金業

法及び割賦販売法の改正に対応するためのシステム投資が優先的に実施されるため、当業務の収益は特に大

きな影響を受けています。

　　　　反面、業法改正に対応するシステム投資需要は、当社にとって事業機会でもあり、新規開発案件の受注への活動

を積極的に行っています。

 

　　・システムソリューション業務

　　　　システムソリューション業務においては、当社の主要顧客である証券会社等からのシステム開発受託及びシス

テム保守並びに当社開発製品の販売等により当第２四半期連結会計期間の売上高は537百万円（前年同四半

期比2.6％減）、営業利益は98百万円（前年同四半期比168.4％増）となりました。

　　　　特に、東証次世代売買システム「arrowhead」の稼動開始に伴い当社開発製品「RIX」の販売が順調に推移した

ほか、クレジットカード会社よりハードウェアを受注、販売することができました。

 

　　・セキュリティシステム業務

　　　　セキュリティシステム業務においては、情報漏洩対策システム「CWAT」の販売及び保守並びにセキュリティ製

品の販売等により当第２四半期連結会計期間の売上高は74百万円（前年同四半期比61.5％減）、営業損失は

152百万円（前年同四半期は84百万円の営業損失）となりました。

　　　　前述のとおり企業の設備投資が全般に減少しており当業務は厳しい環境におかれていますが、既存顧客を中心

に情報セキュリティソリューションを幅広く提案する営業活動を行っており、多くの顧客にとっては新年度

となる４月以降の受注成約へ向けて粘り強く活動を進めています。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ171百万円減少し、4,840百万

円になりました。うち流動資産は、前連結会計年度末に比べ85百万円増加し、3,212百万円となりました。これ

は主に、現金及び預金102百万円の減少がありましたが、受取手形及び売掛金180百万円及びたな卸資産77百万

円の増加があったためであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ257百万円減少し、1,627百万円とな

りました。これは主に投資有価証券61百万円の減少、繰延税金資産132百万円の減少及び敷金及び保証金60百

万円の減少によるものであります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ97百万円減少し、796百万円

となりました。これは主に、支払手形及び買掛金46百万円の減少及び未払費用41百万円の減少によるものであ

ります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ73百万円減少し、4,043百

万円になりました。これは主に、利益剰余金68百万円の減少によるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　　　 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,581百万円となり、第１四半期連結会計期間末

に比べて、103百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりでありま

す。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、261百万円の支出（前年同四半期

は18百万円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益274百万円及びたな卸資産の減少額

204百万円がありましたが、売掛債権の増加額738百万円があったためであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、212百万円の収入（前年同四半期

は37百万円の支出）となりました。これは主に、匿名組合出資金の払戻しによる189百万円の収入及び敷金及び

保証金の回収額63百万円の収入があったためであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、44百万円の支出（前年同四半期

は54百万円の支出）となりました。これは、配当金の支払による44百万円の支出があったためであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　　　当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は４百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,053,600

計 1,053,600

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 263,400 263,400
ジャスダック
証券取引所

単元株制度を採用しておりま
せん

計 263,400 263,400 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 263,400 ― 843,750 ― 559,622
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(5) 【大株主の状況】

  平成21年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

安　達　一　彦 横浜市港南区 30,320 11.51

ステート　ストリート　バンク　ア
ンド　トラスト　カンパニー　
505104
(常任代理人　㈱みずほコーポ
レート銀行決済営業部)

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A
 
(東京都中央区月島４－16－13)
 

15,915 6.04

溝　田　元　一 東京都千代田区 5,616 2.13

インテリジェントウェイブ従業
員持株会

東京都中央区新川１－21－２ 4,872 1.85

モルガンスタンリーアンドシー
オーインコーポレーティド
(常任代理人　シティバンク銀行
㈱)

1585 BROADWAY NEW YORK,NY 10036 U.S.A
 
(東京都品川区東品川２－３－14)
 

4,635 1.76

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 2,807 1.07

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６
日本生命証券管理部内

2,400 0.91

西　野　秀　樹 横浜市緑区 2,081 0.79

東京センチュリーリース㈱ 東京都港区浜松町２－４－１ 2,038 0.77

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,000 0.76

計 ― 72,684 27.59

(注)　上記のほかに、自己株式16,618株（6.31％）を保有しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　16,618

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　246,782 246,782 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 263,400 ― ―

総株主の議決権 ― 246,782 ―

 

② 【自己株式等】

  平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社インテリジェン
トウェイブ

東京都中央区新川１-21-
２

16,618 ― 16,618 6.31

計 ― 16,618 ― 16,618 6.31

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
　７月

 
　８月

 
　９月

 
　10月

 
　11月

 
　12月

最高(円) 17,10019,39017,20017,48017,38015,490

最低(円) 14,49017,00015,86015,92014,52014,120

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 役職の異動

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役　常務執行役員

営業本部長　兼　営業第一部長

取締役　上席執行役員

クレジットシステム副事業部長

兼　クレジットシステム事業部・

営業部長

大山　景司 平成22年１月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第２四半期連結累計期

間(平成20年７月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成20年　12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第２四

半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、三優監査

法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,582,629 1,685,585

受取手形及び売掛金 1,075,155 894,354

たな卸資産 ※１
 287,042

※１
 209,226

その他 279,891 348,045

貸倒引当金 △12,320 △10,250

流動資産合計 3,212,399 3,126,962

固定資産

有形固定資産 ※２
 387,018

※２
 405,154

無形固定資産 177,546 157,052

投資その他の資産

投資有価証券 － 529,672

その他 1,160,504 891,170

貸倒引当金 △97,243 △98,017

投資その他の資産合計 1,063,261 1,322,825

固定資産合計 1,627,825 1,885,032

資産合計 4,840,225 5,011,995

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 243,582 289,820

未払法人税等 18,609 －

賞与引当金 49,865 59,024

役員賞与引当金 10,444 24,273

その他 263,589 323,918

流動負債合計 586,091 697,036

固定負債

退職給付引当金 154,050 143,898

役員退職慰労引当金 54,947 51,970

その他 1,597 1,685

固定負債合計 210,595 197,554

負債合計 796,687 894,591
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 843,750 843,750

資本剰余金 568,778 568,778

利益剰余金 3,931,429 3,999,812

自己株式 △1,280,609 △1,280,609

株主資本合計 4,063,347 4,131,731

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 41,318 34,913

為替換算調整勘定 △61,128 △49,241

評価・換算差額等合計 △19,809 △14,327

純資産合計 4,043,537 4,117,404

負債純資産合計 4,840,225 5,011,995

EDINET提出書類

株式会社インテリジェント　ウェイブ(E05191)

四半期報告書

15/36



(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 2,770,619 2,177,858

売上原価 1,801,697 1,503,149

売上総利益 968,921 674,709

販売費及び一般管理費 ※１
 936,784

※１
 679,492

営業利益又は営業損失（△） 32,137 △4,783

営業外収益

受取利息 1,861 548

受取配当金 370 185

法人税等還付加算金 － 2,139

その他 3,914 6,178

営業外収益合計 6,145 9,051

営業外費用

コミットメントフィー 2,738 2,731

為替差損 15,546 2,103

その他 652 585

営業外費用合計 18,936 5,420

経常利益又は経常損失（△） 19,345 △1,151

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,950 －

匿名組合投資利益 16,337 138,596

事務所閉鎖損失引当金戻入額 42,610 －

特別利益合計 68,898 138,596

特別損失

固定資産除却損 － 3,016

減損損失 － 2,343

保険解約損 － 3,518

過年度退職給付費用 13,021 －

その他 6,117 －

特別損失合計 19,139 8,877

税金等調整前四半期純利益 69,104 128,567

法人税、住民税及び事業税 381 335

法人税等調整額 29,746 73,224

法人税等合計 30,128 73,560

四半期純利益 38,976 55,007
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 1,671,279 1,526,872

売上原価 1,189,871 1,021,589

売上総利益 481,407 505,282

販売費及び一般管理費 ※１
 463,882

※１
 345,983

営業利益 17,524 159,299

営業外収益

受取利息 681 175

受取配当金 370 185

未払配当金除斥益 － 1,726

法人税等還付加算金 － 2,139

その他 2,187 1,708

営業外収益合計 3,238 5,933

営業外費用

為替差損 27,963 △986

コミットメントフィー 1,319 1,336

その他 357 296

営業外費用合計 29,640 646

経常利益又は経常損失（△） △8,877 164,586

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,971 △7,019

事務所閉鎖損失引当金戻入額 42,610 －

匿名組合投資利益 － 119,509

特別利益合計 46,581 112,490

特別損失

固定資産除却損 － 192

減損損失 － 2,343

過年度退職給付費用 2,398 －

その他 845 －

特別損失合計 3,244 2,535

税金等調整前四半期純利益 34,460 274,541

法人税、住民税及び事業税 △33,266 308

法人税等調整額 51,795 126,807

法人税等合計 18,528 127,115

四半期純利益 15,931 147,425
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 69,104 128,567

減価償却費 43,926 45,801

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31,518 1,295

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,807 △9,159

受注損失引当金の増減額（△は減少） △7,500 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,255 △13,828

事業所閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △85,790 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54,976 10,152

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,440 2,977

固定資産除却損 － 3,016

減損損失 － 2,343

保険解約損益（△は益） － 3,518

受取利息及び受取配当金 △2,231 △733

コミットメントフィー 2,738 2,731

匿名組合投資損益（△は益） △16,337 △138,596

投資有価証券評価損益（△は益） 3,718 －

売上債権の増減額（△は増加） 216,185 △212,413

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,423 △77,815

仕入債務の増減額（△は減少） △41,760 △45,966

その他 △36,727 △16,502

小計 147,352 △314,612

利息及び配当金の受取額 1,781 822

コミットメントフィーの支払額 △2,193 △2,765

法人税等の還付額 － 76,702

法人税等の支払額 △67,065 △8,604

営業活動によるキャッシュ・フロー 79,874 △248,456

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △10,730 △299

投資有価証券の売却による収入 － 62,980

匿名組合出資金の払戻による収入 － 210,802

有形固定資産の取得による支出 △34,407 △5,873

無形固定資産の取得による支出 △40,619 △50,053

敷金及び保証金の差入による支出 △12,718 △3,825

敷金及び保証金の回収による収入 32,146 63,965

保険積立金の積立による支出 △9,032 △6,721

保険積立金の解約による収入 － 12,523

貸付けによる支出 － △3,900

その他 6,980 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,381 279,597
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △121,340 △122,189

財務活動によるキャッシュ・フロー △121,340 △122,189

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,974 △12,031

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △106,873 △103,079

現金及び現金同等物の期首残高 1,532,819 1,684,179

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,425,946

※１
 1,581,099
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　　　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

 受注制作ソフトウェア開発に係る収益及び費用の計上基準の変更

　受注制作ソフトウェア開発に係る収益及び費用の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四

半期連結会計期間に着手した受注制作ソフトウェア開発契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他

の契約については工事完成基準を適用しております。

　なお、この変更に伴う損益への影響はありません。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

　　　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「投資有価証券」は、資産合計の100分の10以下と

なったため、当第２四半期連結会計期間では、投資その他の資産の「その他」に含めて表示することと致しまし

た。

なお、当第２四半期連結会計期間末の投資その他の資産の「その他」に含まれる「投資有価証券」は、468,567

千円であります。

 

【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が無いと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

 

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降の経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

　　　該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

※１　棚卸資産の内訳

商品及び製品 4,849千円

仕掛品 276,847千円

原材料及び貯蔵品 5,345千円
　

※１　棚卸資産の内訳

商品及び製品 96,797千円

仕掛品 107,716千円

原材料及び貯蔵品 4,713千円

　

※２ 有形固定資産の減価償却累計額　  　345,500千円

 

※２ 有形固定資産の減価償却累計額　  　334,729千円

 

３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。なお、当座貸越極度額及び貸出

コミットメント契約の総額及び当第２四半期連結会

計期間末の借入未実行残高は2,300,000千円でありま

す。

３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。なお、当座貸越極度額及び貸出

コミットメント契約の総額及び当連結会計年度末の

借入未実行残高は2,300,000千円であります。

 

EDINET提出書類

株式会社インテリジェント　ウェイブ(E05191)

四半期報告書

23/36



(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 221,708千円

研究開発費 204,966千円

賞与引当金繰入額 774千円

役員賞与引当金繰入額 7,357千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,877千円
　

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 243,264千円

研究開発費 19,316千円

賞与引当金繰入額 14,058千円

役員賞与引当金繰入額 7,981千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,977千円

退職給付費用 13,938千円
　

 

第２四半期連結会計期間

 

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 111,819千円

研究開発費 81,064千円

賞与引当金繰入額 438千円

役員賞与引当金繰入額 3,168千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,438千円
　

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 119,059千円

研究開発費 4,719千円

賞与引当金繰入額 △11,145千円

役員賞与引当金繰入額 7,981千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,521千円

退職給付費用 9,575千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,427,648千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,702千円

現金及び現金同等物 1,425,946千円
　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,582,629千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,530千円

現金及び現金同等物 1,581,099千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月　１日　至　平

成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 263,400

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,618

 

３　新株予約権に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月29日
定時株主総会

普通株式 123,391 500平成21年６月30日平成21年９月30日利益剰余金

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　  該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

 

カードビジネ
スのフロント
業務
(千円)

システムソ
リューション
業務
(千円)

セキュリティ
システム業務
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

926,272551,952193,0541,671,279 ― 1,671,279

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― （―) ―

計 926,272551,952193,0541,671,279 ― 1,671,279

営業利益又は営業損失（△） 235,37136,600△84,021187,951（170,426)17,524

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　 ２　各区分の主な製品

　　　　(1)　カードビジネスのフロント業務

　　　　　　 　クレジットシステム自社開発パッケージ「NET+１」によるクレジットネットワークシステム及び集配信システムの提

供

　　　　(2)　システムソリューション業務

　　　　　　 　クレジットカード不正利用検知システム「ACE Plus」製品の販売、銀行・証券会社における市況情報配信システム製品

の販売、通信ミドルウェア「RIX」（自社製品）及び海外製品の販売技術支援

　　　　(3)　セキュリティシステム業務

　　　　　　 　内部情報漏洩対策システム「CWAT」製品の販売

 

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 

 

カードビジネ
スのフロント
業務
(千円)

システムソ
リューション
業務
(千円)

セキュリティ
システム業務
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

915,146537,40174,3241,526,872 ― 1,526,872

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― （―) ―

計 915,146537,40174,3241,526,872 ― 1,526,872

営業利益又は営業損失(△) 356,15798,241△152,687301,712（142,412)159,299

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　 ２　各区分の主な製品

　　　　(1)　カードビジネスのフロント業務

　　　　　　 　クレジットシステム自社開発パッケージ「NET+１」によるクレジットネットワークシステム及び集配信システムの提

供

　　　　(2)　システムソリューション業務

　　　　　　 　クレジットカード不正利用検知システム「ACE Plus」製品の販売、銀行・証券会社における市況情報配信システム製品

の販売、通信ミドルウェア「RIX」（自社製品）及び海外製品の販売技術支援

　　　　(3)　セキュリティシステム業務

　　　　　　 　内部情報漏洩対策システム「CWAT」製品の販売、文書暗号化ソフト「EUCSecure」製品の販売

 

EDINET提出書類

株式会社インテリジェント　ウェイブ(E05191)

四半期報告書

27/36



前第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

 

 

カードビジネ
スのフロント
業務
(千円)

システムソ
リューション
業務
(千円)

セキュリティ
システム業務
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,630,412785,998354,2082,770,619 ― 2,770,619

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― （―) ―

計 1,630,412785,998354,2082,770,619 ― 2,770,619

営業利益又は営業損失（△） 529,24338,642△196,788371,097（338,960)32,137

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　 ２　各区分の主な製品

　　　　(1)　カードビジネスのフロント業務

　　　　　　 　クレジットシステム自社開発パッケージ「NET+１」によるクレジットネットワークシステム及び集配信システムの提

供

　　　　(2)　システムソリューション業務

　　　　　　 　クレジットカード不正利用検知システム「ACE Plus」製品の販売、銀行・証券会社における市況情報配信システム製品

の販売、通信ミドルウェア「RIX」（自社製品）及び海外製品の販売技術支援

　　　　(3)　セキュリティシステム業務

　　　　　　 　内部情報漏洩対策システム「CWAT」製品の販売

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

 

 

カードビジネ
スのフロント
業務
(千円)

システムソ
リューション
業務
(千円)

セキュリティ
システム業務
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,196,155792,780188,9222,177,858 ― 2,177,858

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― （―) ―

計 1,196,155792,780188,9222,177,858 ― 2,177,858

営業利益又は営業損失(△) 421,757122,131△280,850263,038（267,821)△4,783

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　 ２　各区分の主な製品

　　　　(1)　カードビジネスのフロント業務

　　　　　　 　クレジットシステム自社開発パッケージ「NET+１」によるクレジットネットワークシステム及び集配信システムの提

供

　　　　(2)　システムソリューション業務

　　　　　　 　クレジットカード不正利用検知システム「ACE Plus」製品の販売、銀行・証券会社における市況情報配信システム製品

の販売、通信ミドルウェア「RIX」（自社製品）及び海外製品の販売技術支援

　　　　(3)　セキュリティシステム業務

　　　　　　 　内部情報漏洩対策システム「CWAT」製品の販売、文書暗号化ソフト「EUCSecure」製品の販売
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第２四半期連結会計期間(自　

平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年

12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。

 

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第２四半期連結会計期間(自　

平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年

12月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
 

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

  

 16,385.06円

  

 16,684.38円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎
 

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,043,537 4,117,404

普通株式に係る純資産額(千円) 4,043,537 4,117,404

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 263,400 263,400

普通株式の自己株式数(株) 16,618 16,618

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株)

246,782 246,782

 

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間
 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 157.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

１株当たり四半期純利益金額 222.90円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 38,976 55,007

普通株式に係る四半期純利益(千円) 38,976 55,007

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 246,782 246,782
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第２四半期連結会計期間

 

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 64.56円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 597.39円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　 １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

 

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 15,931 147,425

普通株式に係る四半期純利益(千円) 15,931 147,425

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 246,782 246,782
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

（大日本印刷株式会社による当社株式の公開買付けについて）

　当社は、平成22年２月10日開催の取締役会において、大日本印刷株式会社（以下、「公開買付者」といいます。）

による当社が発行する普通株式の公開買付けについて、賛同の意見を表明することを決議いたしました。

１．公開買付者の概要

（１）商号 大日本印刷株式会社

（２）本店所在地 東京都新宿区市谷加賀町一丁目１番１号

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長　北島　義俊

（４）事業内容 印刷事業、清涼飲料事業

（５）資本金の額 114,464百万円

（６）設立年月日 明治27年１月

（７）大株主及び持株比率 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5.52％

　　（平成21年９月30日現在） 第一生命保険相互会社 4.41％

 日本トラスティー・サービス信託銀行株式会社

（信託口）
4.23％

 ザ バンク オブ ニューヨーク メロンアズ デポジタリ

バンク フォー デポジタリ レシート ホルダーズ

（常任代理人　株式会社三井住友銀行）

3.04％

 株式会社みずほコーポレート銀行 2.18％

 日本生命保険相互会社 2.05％

 株式会社みずほ銀行 1.78％

 自社従業員持株会 1.57％

 ステート ストリート バンク アンド トラスト

カンパニー 505225

（常任代理人　株式会社みずほコーポレート銀行）

1.15％

 日本トラスティー・サービス信託銀行株式会社

（信託口９）
1.09％

（８）買付者と対象者の関係等 資本関係

 
本日現在、公開買付者は、当社株式１株を保有しております。

 人的関係

 

 

公開買付者の従業員が当社の執行役員に就任しております。

また、当社からも公開買付者に対して従業員を駐在させてお

ります。

 取引関係

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社と公開買付者は、当社の持つ情報へのアクセスを管理す

るセキュリティ技術と、公開買付者の持つICカードを使った

機器や設備へのアクセスを管理するセキュリティ技術の融合

により、より強固なセキュリティサービスを提供するための

業務提携を行っております。平成20年11月には、当社と公開買

付者の間で業務提携契約を締結しており、当社が、公開買付者

が提唱するICカードにおいて複数のメーカーが共有できる

データフォーマットを基本にしたオフィスセキュリティの導

入促進等を行う組織（SSFCビジネス推進部）を設置し、平成

21年５月には、公開買付者において当社から人員駐在を受け

入れ、両社で協業しているセキュリティ事業の営業体制を一

体化して、事業強化を実現しております。さらに、平成21年10

月に当社が開発した、オフィス文書をはじめとしたデータへ

のアクセス管理を行う新製品「EUCSecure」について、協同販

売を開始しております。

 関連当事者へ

の該当状況

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社インテリジェント　ウェイブ(E05191)

四半期報告書

32/36



 ２．公開買付けの概要  

（１）株券等の種類 普通株式

（２）公開買付期間 平成22年２月12日(金)から平成22年４月２日(金)まで(35営業日)

（３）公開買付価格 １株につき金26,100円

（４）買付予定株式数 263,399株

（注１）公開買付者は、金融商品取引法第27条の13第４項各号に掲げるいずれの条件も

付しておらず、応募株券等の全部の買付けを行います。

（注２）本公開買付けにおいては、買付予定数の上限を設定しておりませんので、買付

予定数として、本公開買付けにより公開買付者が買付け等を行う株券等の最大

数である263,399株を記載しております。なお、当該最大数は、当社が平成21年

11月13日に提出した第27期第１四半期報告書に記載された平成21年11月13日

現在の当社の発行済株式総数（263,400株）から、平成22年2月12日現在におい

て公開買付者が保有する当社の株式数（１株）を控除した数です。

（注３）

 

 

当社は、平成22年２月10日に開催された取締役会において、当社の保有する自

己株式16,618株（平成22年２月10日現在）全て（発行済株式総数の6.31％。小

数点以下第三位を四捨五入）について、本公開買付けに応募する旨の決議をし

ております。

（５）決済の開始日 平成22年４月９日（金）

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成21年２月９日

株式会社インテリジェント ウェイブ

取締役会　御中

三優監査法人

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　髙　瀬　　敬　介　　　印

 

業務執行社員  公認会計士　　岩　田　　亘　人　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イ

ンテリジェント ウェイブの平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成　20年７月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インテリジェント ウェイブ及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成22年２月10日

株式会社インテリジェント ウェイブ

取締役会　御中

三優監査法人

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　髙　瀬　　敬　介　　　印

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　岩　田　　亘　人　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イ

ンテリジェントウェイブの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成21年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インテリジェントウェイブ及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成22年２月10日開催の取締役会において、会社普通株式を対象

として実施される公開買付けに関し、賛同意見の表明を決議した。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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